
 
 科目 フードデザイン （選択） 

授業時数 2 単位 

 家庭科 履修学年 3 学年 

 

目 標 
家庭の生活に関わる産業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、食生活を総合的にデ

ザインするとともに食育を推進し、食生活の充実向上を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

●学習内容 

１学期 ２０時間 ２学期 ２８時間 ３学期 ２２時間 

第 1章 健康と食生活 

・食事の意義と役割 

・食生活の現状と課題 

第 2章 フードデザインの構成要素 

・栄養 ・食品 ・調理  

第 3章 フードデザイン実習 

・食品の選択と調理 

20 

 

第 2章 フードデザインの構成要素 

・栄養 ・食品 ・調理 

・料理様式と献立 

第 3章 フードデザイン実習 

・食品の選択と調理 

・食事テーマの設定と献立作成 
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第 2章 フードデザインの構成要素 

・調理 ・料理様式と献立 

第 3章 フードデザイン実習 

・食品の選択と調理 

・テーブルコーディネートとサービス 

第 4章 食育と食育推進活動 

・食育の意義 

・家庭や地域における食育推進活動 

22 

 

 

教材  授業の進め方 

教科書：「フードデザイン」 （実教出版）  食生活の充実向上を担う資質・能力の育成を目指して、実践的・体験的な学習活

動を行う。 

具体的には、教科書や学習プリントを中心に授業を進めるが、単元によってはレポ

ート作成やグループ活動を取り入れる。また、定期考査を通して、定着度を測る。 

 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

栄養、食品、献立、調理、テーブ

ルコーディネイトなどについて体

系的・系統的に理解するとともに、

関連する技術を身に付けている。 

食生活の現状から食生活全般に

関する課題を発見し、食生活の充

実向上を担う職業人として合理的

かつ創造的に解決する力を身に

付けている。 

食生活の充実向上を目指して自

ら学び、食生活の総合的なデザイ

ンと食育の推進に主体的かつ協

議的に取り組む態度を身に付けて

いる。 

習得する 

（わかる） 

栄養、食品、献立、調理、テーブ

ルコーディネイトなどについて体

系的・系統的におおむね理解す

るとともに、関連する技術をおおむ

ね身に付けている。 

食生活の現状から食生活全般に

関する課題を発見し、食生活の充

実向上を担う職業人として合理的

かつ創造的に解決する力をおお

むね身に付けている。 

食生活の充実向上を目指して自

ら学び、食生活の総合的なデザイ

ンと食育の推進に主体的かつ協

議的に取り組む態度をおおむね

身に付けている。 

 

評価方法 

定期考査 

学習プリント 

定期考査 

学習プリント、レポート 

学習プリント、レポート 

グループ学習の取り組み 

 

 

 

 

 



単元別 評価規準 

 第１章 健康と食生活 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

食事の意義と役割、食生活の現状

と課題について理解しているととも

に、それらに係る技能を身に付け

ている。 

健康と食生活に関する課題を発見

し、食生活の充実向上を担う職業

人として合理的かつ創造的に解決

する力を身に付けている。 

食生活の充実向上を目指して自

ら学び、健康と食生活における課

題に主体的かつ協議的に取り組

む態度を身に付けている。 

習得する 

（わかる） 

食事の意義と役割、食生活の現状

と課題についておおむね理解して

いるとともに、それらに係る技能を

おおむね身に付けている。 

健康と食生活に関する課題を発見

し、食生活の充実向上を担う職業

人として合理的かつ創造的に解決

する力をおおむね身に付けてい

る。 

食生活の充実向上を目指して自

ら学び、健康と食生活における課

題に主体的かつ協議的に取り組

む態度をおおむね身に付けてい

る。 

第２章 フードデザインの構成要素 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

栄養、食品、料理様式と献立、調

理、テーブルコーディネートについ

て理解しているとともに、それらに

係る技能を身に付けている。 

フードデザインの構成要素に関す

る課題を発見し、食生活の充実向

上を担う職業人として合理的かつ

創造的に解決する力を身に付けて

いる。 

食生活の充実向上を目指して自

ら学び、フードデザインの構成要

素における課題に主体的かつ協

議的に取り組む態度を身に付けて

いる。 

習得する 

（わかる） 

栄養、食品、料理様式と献立、調

理、テーブルコーディネートについ

ておおむね理解しているとともに、

それらに係る技能をおおむね身に

付けている。 

フードデザインの構成要素に関す

る課題を発見し、食生活の充実向

上を担う職業人として合理的かつ

創造的に解決する力をおおむね身

に付けている。 

食生活の充実向上を目指して自

ら学び、フードデザインの構成要

素における課題に主体的かつ協

議的に取り組む態度をおおむね

身に付けている。 

第３章 フードデザイン実習 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

食事テーマの設定と献立作成、食

品の選択と調理、テーブルコーデ

ィネートとサービスについて理解し

ているとともに、それらに係る技能

を身に付けている。 

フードデザイン実習において課題

を発見し、食生活の充実向上を担

う職業人として合理的かつ創造的

に解決する力を身に付けている。 

食生活の充実向上を目指して自

ら学び、フードデザイン実習にお

ける課題に主体的かつ協議的に

取り組む態度を身に付けている。 

習得する 

（わかる） 

食事テーマの設定と献立作成、食

品の選択と調理、テーブルコーデ

ィネートとサービスについて理解し

ているとともに、それらに係る技能

をおおむね身に付けている。 

フードデザイン実習において課題

を発見し、食生活の充実向上を担

う職業人として合理的かつ創造的

に解決する力をおおむね身に付け

ている。 

食生活の充実向上を目指して自

ら学び、フードデザイン実習にお

ける課題に主体的かつ協議的に

取り組む態度をおおむね身に付

けている。 

 

 

 

 

 

 

 



第４章 食育と食育推進活動 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 活用できる 

（できる） 

食育の意義、家庭や地域における

食育推進活動について理解してい

るとともに、それらに係る技能を身

に付けている。 

食育と食育推進活動に関する課題

を発見し、食生活の充実向上を担

う職業人として合理的かつ創造的

に解決する力を身に付けている。 

食生活の充実向上を目指して自

ら学び、食育と食育推進活動にお

ける課題に主体的かつ協議的に

取り組む態度を身に付けている。 

習得する 

（わかる） 

食育の意義、家庭や地域における

食育推進活動についておおむね

理解しているとともに、それらに係

る技能をおおむね身に付けてい

る。 

食育と食育推進活動に関する課題

を発見し、食生活の充実向上を担

う職業人として合理的かつ創造的

に解決する力をおおむね身に付け

ている。 

食生活の充実向上を目指して自

ら学び、食育と食育推進活動にお

ける課題に主体的かつ協議的に

取り組む態度をおおむね身に付

けている。 

 

 

 

 


